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審
議
し
た
主
な
議
案

反
対
討
論
（
要
旨
）

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　
　

年
度
予
算
は
、
歳
入
を
必
要

０６
以
上
の
借
金
に
頼
り
、
健
全
と
は

と
て
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
地
権

者
合
意
も
一
致
し
な
い
再
開
発
計

画
は
財
政
破
綻
を
き
た
し
、
環
境

面
な
ど
も
多
く
の
問
題
が
解
決
さ

れ
な
い
ま
ま
で
工
事
着
工
の
目
途

も
な
い
。
中
間
処
理
場
は
５
年
後

に
建
替
え
で
き
、　

年
持
た
せ
る

１０

改
修
と
管
理
棟
建
設
は
無
駄
な
投

資
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
、

容
認
で
き
な
い
予
算
が
あ
り
反
対
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

国
の
制
度
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

約
９
億
円
等
の
財
源
を
確
保
し
て
、

規
模
は
約　

億
円
。
人
件
費
率
は

３６３

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

本
条
例
は
法
定
受
託
事
務
で
あ

り
国
の
保
護
計
画
に
則
り
都
道
府

県
か
ら
市
町
村
へ
と
統
率
の
と
れ

た
動
き
を
す
る
こ
と
で
市
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
地
理
的
立
地
条
件
の
違
い

　

万
円
、
市
内
２
校
の
校
舎
耐
震

７００診
断
委
託
料
及
び
市
内
４
校
の
校

舎
耐
震
補
強
工
事　

億
７
千　

万

１０

１００

円
な
ど
で
す
。

　

予
算
特
別
委
員
会
及
び
本
会
議

で
は
、
い
ず
れ
も
再
開
発
事
業
や

区
画
整
理
事
業
、
児
童
館
運
営
委

託
に
関
す
る
予
算
を
削
減
す
る
な

ど
の
予
算
組
替
え
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
長
が
提
案
し
た
予
算

案
（
原
案
）
に
つ
い
て
採
決
を
行

い
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
一
般
会

１７

計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予

算
５
件
及
び
平
成　

年
度
の
各
特

１８

別
会
計
予
算
５
件
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

１８

前
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
べ
て
、

６
％
増
の　

億
６
千　

万
円
が
市

３６３

１００

長
か
ら
提
案
さ
れ
、
３
月
１
日
の

本
会
議
に
お
い
て
議
長
を
除
く
全

議
員
（　

名
）
で
構
成
す
る
予
算

２３

特
別
委
員
会
に
付
託
し
審
査
し
ま

し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も
の

は
、
平
成　

年
度
に
完
成
が
予
定

２２

さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
連
続

立
体
交
差
事
業
費
の
約　

億
６
千

１０

　

万
円
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再

３００開
発
事
業
分
担
金
約　

億
千　

万

１２

４００

円
、
同
再
開
発
地
区
に
建
設
さ
れ

る
（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
用
地
取
得
費
約　

億
４
千
万
円
、

１６

東
小
金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
、
土
地
の
評
価
な
ど
の

委
託
料
や
用
地
取
得
費
約
１
億
千

　

万
円
、
児
童
館
運
営
委
託
料
千

５００

　

・
９
％
と
行
財
政
改
革
は
順
調
。

２２指
定
管
理
者
制
度
も
導
入
。
児
童

館
や
学
校
給
食
も
民
間
委
託
化
。

武
蔵
小
金
井
・
東
小
金
井
各
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
建
設
。
第
二
・
第
三
・
第

四
と
緑
の
４
小
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
。
認
可
保
育
園
を
開
設
し
子

育
て
支
援
。
他
市
民
要
望
に
対
応
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
景
気
回

復
に
伴
い
、
給
与
所
得
者
の
収
入

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
個
人
市
民

税
の
収
入
の
増
額
に
関
す
る
こ
と

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
国
民
健

康
保
険
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
単

位
で
の
保
険
運
営
を
推
進
す
る
と

の
今
後
の
方
向
性
が
一
定
示
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
財
源
不
足
が
生

じ
な
い
よ
う
に
税
率
を
見
直
す
と

い
う
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２８
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

第
一
に
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
の
負
担
増
が
含
ま
れ

る
こ
と
、
第
二
に
、
市
民
に
知
ら

せ
な
い
う
ち
に
中
学
校
給
食
、
児

童
館
の
民
間
委
託
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
市
民

に
は
生
活
保
護
の
見
舞
金
の
削
除

な
ど
生
活
に
か
か
わ
る
予
算
を
切

り
捨
て
、
駅
前
大
型
開
発
に
四
十

億
円
も
税
金
を
投
入
す
る
な
ど
、

重
大
な
問
題
が
あ
る
。
共
産
党
は

市
民
の
生
活
を
守
る
組
替
え
案
を

提
出
し
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

来
年
度
か
ら
の
国
保
税
値
上
げ

案
は
容
認
で
き
な
い
。

　

第
１
に
保
険
税
の
値
上
げ
は
さ

ら
な
る
格
差
の
拡
大
を
招
く
。
第

２
に
税
率
を
三
多
摩
平
均
に
合
わ

せ
る
と
い
う
値
上
げ
理
由
は
根
拠

に
欠
け
る
。
第
３
に
三
多
摩
平
均

と
称
さ
れ
た
数
字
は
意
図
的
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
４
に
値

上
げ
の
繰
り
返
し
は
保
険
制
度
を

ま
す
ま
す
不
安
定
に
し
て
い
く
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

市
民
・
事
業
者
・
小
金
井
市
の

三
者
、
各
々
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
た
協
働
の
精
神
が
う
た
わ
れ
、

都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
に
沿

っ
た
内
容
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

反
対
の
理
由
は
、
①
赤
字
債
を

　

億
円
発
行
す
る
一
方
で
、
財
政

１２調
整
基
金
に
２
億
円
、
退
職
手
当

基
金
に
１
億
円
を
積
む
の
は
「
高

利
で
借
り
て
低
利
で
貯
金
す
る
」

も
の
で
あ
る
。
②
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
を
駅
前
に
立
地
さ
せ
る
こ
と

自
体
が
無
駄
遣
い
で
あ
る
上
、
基

本
設
計
時
点
で
遮
音
性
能
の
調
査

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ

こ
に
き
て
大
規
模
な
設
計
変
更
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
委
員
会

の
答
申
を
骨
抜
き
に
し
た
市
長
案

に
反
対
し
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

　

修
正
案
は
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

に
公
募
市
民
の
参
加
を
増
や
し
、

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
相
談
や
支
援

を
す
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
他
市
で
も
実
施
し

て
い
る
施
策
を
入
れ
、
市
民
参
加

で
ま
ち
づ
く
り
が
よ
り
進
め
ら
れ

る
条
例
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
案

は
こ
れ
ら
が
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

み
ど
り
の
風
は
指
定
管
理
者
の

指
定
の
４
議
案
に
対
し
、
公
募
に

よ
ら
な
い
指
定
で
あ
る
た
め
指
定

期
間
を
条
例
上
最
長
の
５
年
か
ら

３
年
に
短
縮
す
る
修
正
案
を
提
案
。

コ
ス
ト
削
減
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
公
募
に
よ
り
複
数
候

補
か
ら
最
良
の
事
業
者
を
選
定
す

る
べ
き
だ
。
労
働
環
境
悪
化
を
防

ぐ
た
め
、
経
費
以
外
の
評
価
基
準

や
募
集
要
項
の
設
定
な
ど
、
総
合

評
価
の
導
入
も
欠
か
せ
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
得
費

の
一
部
な
ど
、
平
成　

年
度
は
、

１８

合
計
約
８
億
７
千
万
円
が
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
交
付
額
と
な
っ
て

い
る
。
本
市
の
財
政
的
負
担
を
軽

減
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か

っ
た
事
業
を
実
現
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
他
、
小
学
校
で
の
英
語

教
育
、
高
齢
者
健
康
づ
く
り
の
普

及
、
文
化
芸
術
振
興
条
例
な
ど
、

教
育
・
福
祉
・
文
化
関
連
の
予
算

が
含
ま
れ
て
お
り
大
い
に
評
価
で

き
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
補

１７

正
予
算
（
第
８
回
）

平
成　

年
度
国
民
健
康
保

１８

険
特
別
会
計
予
算

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

と
再
開
発
事
業
関
連
の
予
算
の
減

額
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２８
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
平

成　

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
都
市

１４
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る

基
本
目
標
の
実
現
を
図
る
た
め
に

前
文
、
付
則
の
ほ
か
全　

章
で
構

１０

成
さ
れ
る
条
例
で
す
。

　

市
民
等
、
事
業
者
及
び
市
に
よ

る
協
働
の
精
神
を
基
に
そ
れ
ぞ
れ

の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
仕
組
み
、
都
市
計
画
法

の
規
定
に
基
づ
く
都
市
計
画
の
手

続
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ

く
建
築
協
定
及
び
開
発
事
業
等
に

伴
う
手
続
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

項
目
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
設
置
や
一
定
の
区
域

を
対
象
と
し
て
地
区
の
特
性
を
い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
土
地
利
用
等

に
関
す
る
計
画
を
定
め
た
地
区
ま

ち
づ
く
り
計
画
な
ど
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
所
有
者
等
の
全

員
の
合
意
に
よ
っ
て
建
築
基
準
法

等
の
最
低
限
の
基
準
に
さ
ら
に
一

定
の
制
限
を
定
め
て
お
互
い
に
守

り
あ
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る

建
築
協
定
や
大
規
模
な
開
発
事
業

を
行
う
と
き
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
大
規
模
開
発
事
業
の
手
続

な
ど
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
ま
す
。

は
、
行
政
の
責
任
が
大
き
い
。
市

民
参
加
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
行

政
の
責
任
が
曖
昧
に
な
っ
て
は
、

市
民
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

は
期
待
で
き
な
い
。
こ
の
条
例
は

総
合
的
に
、
堅
実
な
内
容
で
あ
る

と
評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

今
回
の
国
民
健
康
保
険
税
の
見

直
し
は
、
毎
年
増
え
続
け
る
赤
字

額
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
一
般
会

計
予
算
か
ら
の
繰
入
金
と
国
民
健

康
保
険
税
率
を
一
定
多
摩
平
均
ま

で
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
円
滑
な
財
政
運
営

を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
改
正
の
内
容
は
、
平
成

　

年
度
以
後
の
年
度
分
の
国
民
健

１８康
保
険
税
に
つ
い
て

　

�
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
所
得
割
額
の
按
分
率
を　
１００

分
の
４
・
９
か
ら　

分
の
５
・　

１００

１７

に
　

�
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
資
産
割
額
の
按
分
率
を　
１００

分
の　

か
ら　

分
の　

に

１６

１００

１５

　

�
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
均
等
割
額
を
１
万
５
千　
８００

円
か
ら
２
万
円
に

　

�
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
所
得
割
額
の
按
分
率
を　
１００

分
の
０
・　

か
ら　

分
の
１
・
１

９６

１００

に
　

�
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者

に
係
る
均
等
割
額
を
７
千
円
か
ら

１
万　

円
に

３００

　

�
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
を

９
千　

円
か
ら
１
万
２
千
円
に
、

４８０

４
千　

円
か
ら
６
千　

円
に
、
６

２００

１８０

千　

円
か
ら
８
千
円
に
、
２
千　

３２０

８００

円
か
ら
４
千　

円
に

１２０

そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採

２８
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
色

を
把
握
で
き
る
委
員
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
消
防
庁
の
モ
デ
ル
計
画

の
基
本
方
針
で
は
基
本
的
人
権
の

尊
重
、
国
民
の
権
利
、
利
益
の
迅

速
な
救
済
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

平

成　

年

度

一

般

会

計

予

算

１８

高架工事が進むJR中央本線

国
民
保
護
協
議
会
条
例

ま

ち

づ

く

り

条

例


